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報道関係者 各位 
2024 年 7 ⽉ 19 ⽇ 

⽇本⽼⼈福祉財団、 
京都光華⼥⼦⼤学とともに給付型奨学⾦制度を設⽴ 

〜福祉⼈材の育成を通じた地域福祉の増進・充実、ならびに教育機会の均等化に寄与〜 
 

介護付有料⽼⼈ホーム〈ゆうゆうの⾥〉を全国 7 箇所で運営する⼀般財団法⼈⽇本⽼⼈福祉財団（本部︓東
京都中央区、理事⻑︓⼩⼝明彦）ではこのたび、学校法⼈光華⼥⼦学園京都光華⼥⼦⼤学（京都市右京区、
理事⻑︓阿部恵⽊） とともに福祉⼈材育成を⽬的とした給付型奨学⾦を新たに設⽴します。 

 

 
 
 
⽇本⽼⼈福祉財団は 1973 年の創設以来、⽇本社会の⾼齢化、核家族化が進む中で、⾼齢期における経済

上、⽣活上、⾁体的・精神的健康の問題に⽴ち向かうべく、⼊居時⾃⽴型の介護付き有料⽼⼈ホームの展開を進め
てきました。創設から 50 年を経た現在、⽇本社会の⽼齢化はますます加速化し、その⼀⽅で介護福祉を⽬指す学⽣
の減少、教育機関における介護福祉⼠養成課程など社会福祉に関する学部学科の減少など、⾼齢者福祉を取り巻く
環境はより⼀層厳しさを増しています。 
 

そこで⾼齢者福祉の⼀翼を担う財団として、これらの状況を改善し、地域福祉の増進・充実に寄与すべく、10 年以
上前から管理栄養⼠実習における学⽣の受け⼊れを通じて協⼒関係を構築してきた京都光華⼥⼦⼤学との間でこの
たび、給付型奨学⾦制度設⽴に向けた協定を結びました。 

 
対象となるのは、京都光華⼥⼦⼤学看護福祉リハビリテーション学部・福祉リハビリテーション学科・社会福祉専攻の

1 年⽣、または健康科学部・医療福祉学科・社会福祉専攻の 2 年⽣、3 年⽣で、⼤学卒業時に社会福祉⼠または
卒業後に介護福祉⼠の合格を⽬指す学⽣となります。 
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京都光華⼥⼦⼤学で⾏われた説明会の様⼦（7 ⽉ 18 ⽇開催） 
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本奨学⾦の申請は 2024 年 7 ⽉ 19 ⽇より受付を開始します。その後、書類審査、⾯接などを経て、正式に奨学
⽣として決定した学⽣に対しては、卒業予定までの期間(最⻑ 42 か⽉)に、前期 350,000 円、後期 350,000 円の
奨学⾦を給付します。 
 

財団では、今回の奨学⾦制度設⽴にあたってなによりもまず、多くの学⽣に社会貢献と⾼齢者福祉に関⼼を持って
もらうことを最重要と考えました。また、経済的に進学が困難な学⽣についても教育の機会を得られるよう、卒業後に返
済義務の伴う⼀般的な「貸与型」ではなく、返済を必要としない「給付型」としました。多くの奨学⾦にみられるような卒
業後の就職を前提としていない点も特徴のひとつです。 
 

⽇本⽼⼈福祉財団 ⼈事部部⻑ 前川規は今回の奨学⾦制度設⽴の意図について次のよう語っています。 
「⾼齢社会となった今の⽇本において、介護職の重要度は⽇に⽇に増しています。⼀⽅で、労働⼈⼝の減少は全産

業に影響を及ぼしています。 
福祉業界において必要な⼈⼿はロボットによって充⾜することはできず、優れた⼈間⼒をもつ⼈材が求められていま

す。⽇本⽼⼈福祉財団は社会福祉の⼀翼を担うものとして、家計への教育費に関する負担が増⼤している現在、学
⽣が教育を受ける機会を失わないよう、また⼀⼈でも多くの学⽣が福祉業界を志す機会を得られるようサポートしたいと
いう思いから今回の制度設⽴を決定しました」 

 
また、京都光華⼥⼦⼤学 福祉リハビリテーション学科 学科⻑ ⽯井祐理⼦⽒は、今回の奨学⾦制度設⽴に際

して次のよう語っています。 
「この度は、⽇本⽼⼈福祉財団様から、本学の社会福祉を学ぶ学⽣に対して、奨学⾦制度のお声掛けをいただ

き、⼤変光栄に存じております。貴財団の基本理念である『豊かな福祉社会の実現を⽬指す』うえで、専⾨性の⾼い福
祉従事者を養成する事は私たちも⼤変重要なことと考えております。    

本学の社会福祉専攻の学⽣が貴財団からの⽀援をいただき、期待に応えられる専⾨性を⾝に付け、社会に貢献で
きる福祉⼈材となるよう、社会福祉専攻を始め、本学⼀丸となって努⼒する所存でございます」 
 

⽇本⽼⼈福祉財団は、その基本理念である豊かな福祉社会の実現を⽬指して、その根幹となる福祉⼈材の育成
ならびに福祉の仕事を将来的な選択肢として考える機会をより多くの⼈たちが得られる社会環境づくりに向け、今後も積
極的に取り組んでいきます。 
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■⽇本⽼⼈福祉財団のなりたち 
⽇本⽼⼈福祉財団は、1970 年代初頭の⾼度経済成⻑期のなかでいち早く将来の「⽇本社会の⾼齢化」を⾒据え
て、特に⽇本経済の⾼度成⻑による労働⼈⼝の都市への集中がもたらす「核家族化」現象により、⼀⼈暮らしの⽼⼈
の増加などの⾼齢期における経済上、⽣活上、⾁体的・精神的健康の問題に⽴ち向かうべく、1973 年に設⽴いたし
ました。 
 
■⽇本⽼⼈福祉財団の基本理念 

―豊かな福祉社会の実現を⽬指して― 
私達は、⽼後の“安⼼”と“幸せ”を提供することにより社会へ貢献します。 

私達は、はたらく⼈達の“⼈間性”を⼤切にします。 
 

『ケア・スピリット』 
私にとって、あなたはとても⼤切な⼈です。 

 
■組織概要 

財団名︓⼀般財団法⼈ ⽇本⽼⼈福祉財団 
理事⻑︓⼩⼝ 明彦 
設 ⽴ ︓1973（昭和 48）年 
事 業 ︓介護付有料⽼⼈ホーム〈ゆうゆうの⾥〉を全国 7 箇所で運営 

（佐倉、湯河原、伊⾖⾼原、浜松、京都、⼤阪、神⼾） 
特 徴 ︓創⽴ 50 年⽬を迎えた⽼舗の有料⽼⼈ホーム運営事業者。 

⾃⽴の時期に⼊居し最期まで暮らせる住まい（終の棲家）を提供 
1 施設あたり平均 300 ⼾を超える⼤型施設の CCRC「⾼齢者コミュニティ」を展開している 

H P ︓https://jscwo.jp/ 
 

本件に関する報道関係者からのお問い合わせ先 
⼀般財団法⼈ ⽇本⽼⼈福祉財団 本部 経営企画部 企画課 井尻 

Tel. 03-3662-3611 / Mail. ijiri-tk@yuyunosato.or.jp 


